
創刊昭和25年4月1日 第 680号

ガ注入はくらしのリズムです

岡
町

第三積郵便物認可)

v"vvvご購読料v"vvv

1年 3，000円
(郵送料とも)

現金・切手・振替で前納

(月 3回発行)
10日・20日・30日

(昭和46年7rJ30日発行〈月曜日〉

発行所

側全国婦人新聞社
干160本社東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝幸西新宿ピル
電路03(343) 1 846代表
振替口座東京 172320

〒543支社大阪市天王寺勝山通
2 -2 0 2 

電話06(771)7415

昭和64年 9月 10目

本紙は女性巴よる平和と平等を推進します

)
 

噌

-s，
，
E

、

問
題
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は
「
戦
後
、
一
体
が
絡
み
合
っ
て
い
亡
そ
れ
を
雪
三
力
を
問
う
と
「
農
業
は
、
育
て
る
職
業
。

千
葉
の
開
拓
農
民
と
し
て
入
組
し
ま
し
一
ほ
ぐ
す
盤
百
的
な
学
際
研
究
と
研
究
機
一
モ
ノ
が
停
作
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
職
業

て
、
医
師
と
し
て
も
働
い
て
い
る
降
、
一
関
が
必
要
と
思
い
発
足
さ
せ
ム
ま
し
た
」
一
と
は
違
い
、
創
造
的
な
験
築
だ
か
ら
、

村
の
お
嫁
さ
ん
が
、
真
夜
中
、
家
族
に
一
四
年
前
の
七
五
年
十

一
月
に
農
村
生
一
心
が
枠
芸
託
芸
じ
ず
ど
る
の
よ
ネ
。
人

知
ら
れ
ぬ
よ
う
に
、

診
て
も
ら
い
に
く
一
活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
級
立
さ
れ
た
一
間
性
の
回
復
に
あ
る
と
患
っの」

る
ん
で
す
。
お
金
歩
待
た
ず
、
替
わ
り
一
わ
け
だ
が
、
研
究
課
題
の
一
つ
「
農
村
一
「
μ瓦
ど
ん
役
所
に
注
文
を
つ
け
て

に
野
萎
そ
ぎ
る
」
と
い
っ
章
一
の
産
社
会
の
実
態
」
苦
言
覇
一
行
き
ま
す
よ
。
そ
の
た
め
に
、
乙
の
機

体
脅
泊
し
て
ま
で
働
き
統
け
ざ
る
宇
得
一
品
目
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
関
宇
作
っ
た
ん
だ
か
ら
」
ル
語
る
矢
口

な
い
農
村
の
在
り
方
に
疑
問
宇
抱
い
た
一
|
|
農
家
と
非
農
家
と
が
混
住
し
関
一
さ
ん
の
農
村
問
題
に
賭
け
る
執
念
は
、

か
ら
だ
と
い
う
。
一
一
怖
が
し
っ
く
り
い
っ
て
い
な
い
。
釈
も
一
留
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
の
メ
キ
一
な
く
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
ナ
イ
フ
で
傷
一

シ
コ
世
界
大
会
に
出
席
。
そ
れ
が
ス
テ
一
つ
け
た
り
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
り
す
一

ッ
プ
と
な
り
N
間
違
っ
た
農
政
M

に
大
一
る
。
そ
し
て
日
本
人
志
の
震
主
一
…
…

火

事

に

弱

い

…

胞
な
メ
ス
を
綴
る
・
フ
農
村
義
経
口
研
一
い
え
る
農
業
が
衰
え
、
霊
を
軽
ん
じ
一

お

年

寄

り

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
聖
C

始
め
る
。
一
る
摘
御
風
上
か
ら
生
ま
れ
た
現
代
の
歪
一

「
既
成
の
基
学
、
露
骨
子
、
義
一
み
の
し
わ
寄
せ
が
、
農
村
+
+
婦
の
章
一

7
み
ん
な
が
注
意
し
て

学
な
ど
で
は
、
カ
バ
ー
し
切
れ
な
い
ま
一
箆
労
働
と
な
っ
て
現
れ
る
。
一
昨
年
の
火
災
に
よ
る
死
者
三
四
二

で

に

、

現

在

の

農

村

問

題

は

多

憾

な

条

一

一

人

)

の

三

0
・一
一軒
が
、
六
五
歳
以
よ

一
の
お
年
寄
り
と
い
う
。

一
そ
の
主
な
原
因
は
、
タ
バ
コ
を
吸
っ

』

3

司
命
ヒ
ワ
皮
E
3
こ

一
た
め
に
す
っ
た
マ
ァ
チ
孝
典
主
な

一E
F雌
陣
匝
，
相

'
/
L
V
3
4
よ

v
t
P
L

・

-

-
l

a

E

(

、
1

、

.

一

ど

に

落

し

た

り

、

阪

を

と

る

た

め

に

暖

d
u
u
q」
「

ア

メ

リ

カ

の

と

学

基

法

は

当

て

は

ま

ら

ず

一

九

日

比

一

位

同

郡

面
的
な
や
り
方
を
輸
入
し
た
」
戦
後
の
一
「
農
村
中
京
に
は
、
労
働
慈
準
法
は
一
る
が
、
結
果
は
余
り
良
く
な
い
。
そ
れ
一
た
め
に
自
分
で
消
す
ζ
と
が
出
き
ず
に

撃
の
組
み
立
て
方
に
あ
る
。
つ
ま
り
当
て
は
ま
な
い
。
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
一
に
つ
い
て
矢
口
さ
ん
は
、
「
よ
か
ら
空
焼
死
す
る
と
い
っ
た
乙
と
が
求
。
一
は
、
李
入
れ
た
大
き
な
灰
皿
蓄
え
一
合
・

3フ
童
書
う
。

雄
一
政
に
一
貫
性
が
な
い
。
一
た
部
屋
で
仕
事
は
で
き
な
い
。
援
削
謹
一
共
同
化
は
、
必
ず
失
敗
す
る
わ
よ
。
鎌
一
そ
こ
で
消
防
庁
は
、
お
年
寄
り
を
火
一
た
り
、
海
4
fさ
り
の
お
年
寄
の
場
合
に
一

「
戦
時
中
は
、

需

要

女
雇
一
後
の
休
毛
葬
に
長
な
い
。
年
金
一

5同
志
量
的
に
生
活
の
素
一
災
か
ら
さ
た
め
に
次
の
ょ
っ
な
乙
と
一
は
、
防
進
撃
さ
れ
主
具
類
に
す
一

l
!

作
業
。
撃
が
終
約
り
、
男
が
帰
っ
て
一
や
社
会
保
険
量
附
さ
れ
て
い
な
い
。
一
材
、
保
資
飼
料
、
出
荷
の
共
同
化
を
一
を
家
族
や
回
り
に
い
る
人
に
呼
び
か
け
一
る
な
ど
し
て
万
が
一
に
備
え
る
。

一

l
z
*
こ
の
と
乙
ろ
新

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
づ
く
り
は
、
竺
生
還
普
が
遅
れ
て
い
ま
す
け
ど
、
も
一
す
。
歪
み
を
最
も
強
く
受
け
て
い
る
の
一
来
た
が
、
ま
た
寝
ぎ
に
出
て
し
ま
い
一
と
に
か
く
、
健
康
管
理
事
器
製
一
進
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
撃
の
一
て
い
ま
す
。
一

O
居
間
や
寝
具
の
周
囲
に
新
製
や
一

F
E聞
に
死
主
事
事
か
っ

対
と
調
和
さ
せ
、
歴
史
左
亦
し
、
人
一
う
家
庭
内
存
い
じ
く
っ
て
も
解
決
で
一
が
農
村
主
郊
で
、
現
代
の
農
業
問
題
を
・
一
女
雇
作
業
。
器

外

へ

、

女

は

内

へ

一

弱

い

。

」

一

共

同

化

の

事

是

む

し

な

い

わ

ネ

。」

一

O
農
薬
害
で
も
警
告
欠
一
紙
く
ず
安
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
二

耐

と

え

雪

ぎ

な

え

ち

の
心
者
っ
、
い
わ
語
身
大
の
文
化
一
き
な
い
墜
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
ん
で
ご
身
に
背
負
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
の
繰
り
返
し
な
ん
で
す
」
一
「
そ
の
・
ぇ
、
量
産
車
窓
丁
キ
擦
に
固
で
縫
か
め
て
来
た
需
一
け
行
動
量
い
の
で
、
議
場
所
持
一
会
パ
コ
の
火
か
ら
簡
単
に
愛
し
火
二

基
J
一
か
、
季
節
の
変
わ
り
目
だ

を
基
礎
に
じ
っ
く
り
進
め
ら
れ
て
き
一

i

i
E
B
E
Z
E
l

一
「
食
糧
問
題
が
心
配
さ
れ
る
時
代
に
一
い
と
い
う
乙
と
に
な
る
と
、
緊
賢
一
の
毒
は
、
意
以
上
に
厳
し
く
深
刻
一
常
の
際
に
自
室
禁
し
や
す
く
、
家
一
災
と
い
-
長
が
あ
る
の
で
、
お
年
寄
一

ア

七

こ

か
ら
な
の
か
。
あ
あ
、
ぁ

有

一

仁

ゑ

幽

・

霊

園

国

一
な
り
つ
つ
あ
る
の
尺
日
本
は
T

棄
製
一
嫁
の
教
育
不
足
か
ら
量
産
車
が
一
老
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
族
議
人
が
助
け
出
与
す
い
指
下
の
一
の
重
量
霊
え
に
心
が
け
る
。
一

r
Lの
人
も
、
乙
の
人
も
か
、

乙
れ
と
は
対
照
的
に
戦
後
、
日
本
は
一

aa割
審
霊
置
掴
圃
・
・
-

一
品
字
続
出
し
、
外
国
か
ら
控
掌
編
入
一
な
い
ん
だ
と
責
め
た
て
ら
れ
る
。
ゅ
ん
一
「
高
齢
化
で
も
う
一
つ
雲
し
い
た
い
乙
一
出
入
口
近
ぺ
に
、
と
い
う
鼠
に
就
寝
揚
一

O
お
年
寄
だ
け
宇
摂
し
て
外
出
す
る
二

」
刻
一

と
い
っ
時
心
が
沈
む
。
乙

多

ま

り

に

経

済

府

警

旗

印

に

突

っ

走

一

盆

司

渇

組

一
す
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
」
一
と
つ
に
四
苦
八
苦
の
状
態
な
ん
で
す
一
と
が
あ
る
ん
で
ず
。
私
は
、
老
人
ホ
1
一
所
の
工
夫
竜
一
時
は
火
の
元
の
安
全
の
確
認
の
徹
底
す
一

r
l
k
と
し
の
夏
は
鹿
野
山
神
野

一

九

4
向
調尽
き
ト
u-

一

一

一

一

一

一

-

り

過

ぎ

、

を

に

高

度

経

済

成

長

の

歪

一

為

J
M

一
い
わ
ゆ
る
、
凶
際
分
譲
H

に
基
一
よ
」
滋
賀
、
高
兵
臨
の
韓
首
一
ム
に
は
事
な
ん
で
す
。
人

ガムをかみおわったら紙に包んでおすで〈ださい.

日
本
の
農
業
は
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
筏
術
の
進
歩
は
同
増
産
を
鰻
高
度
に
押
上
げ
、
減
反
を
重
ね
て
な
お
、
米
が
余
る
混
留
守
若
者
た
ち
の
農
業
離

れ
。
一
方
で
は
、
農
村
本
鶏
た
ち
は
過
酷
な
労
働
か
ら
依
け
出
せ
な
い
。
い
く
つ
も
の
矛
盾
を
は
ら
升
屋
村
社
会
。
農
家
と
非
農
家
と
が
混
住
し
、
互
い
に
割

り
切
れ
な
い
も
の
を
字
。
高
度
経
済
成
長
の
歪
与
が
こ
こ
に
来
て
、
急
に
事
出
し
に
な
っ
た
か
に
も
思
え
る
。
H

病
め
る
農
村
u
ー
ー
そ
の
病
根
は
本
ん

だ
る
フ
。
矢
口
光
言
ん
を
チ
l
フ
と
す
る
社
団
法
人
・
農
村
生
活
響
研
究
セ
ン
タ
ー
H
豪
華
菌
亘
書
一
干
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
い
き
の
問

題
と
四
つ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
の
農
業
の
再
生
酢
あ
さ
し
、
会
菌
の
農
村
に
繰
り
込
ん
で
多
角
的
に
調
査
歩

C
、
処
方
せ
ん
を

-cっ
と
し
て
い
る
。

還
を
飛
び
回
っ
て
い
る
矢
口
さ
ん
は
「
現
代
の
農
村
問
題
の
矛
盾
の
象
徴
は
、
農
村
主
腐
の
事
勇
働
に
現
れ
て
い
る
」
と
話
る
。
滋
賀
、
事
時
兵
腹

を
駆
け
巡
っ
て
来
た
ば
か
り
の
矢
口
さ
ん
尺
ホ
ッ
ト
な
農
村
事
情
を
聞
い
て
み
ぺ

錦
織
初
戸
険
金
総

今
備
削
除

ω
参
鷹
山
側
φ

一
車
抑
揚
誌

の
畿
鰻
援

矢
口
光
子
さ
ん
が
足
で
確
か
め
た
実
体

一一一...A

貫
性
の
な
い
農
政

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
患
者
ふ
え
る
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い
よ
い
よ
解
散
|
総
選
挙
。
生
活
関
連
法
案
や
航

空
機
輸
入
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件
な
ど
、
解
決
す
べ
き

問
題
が
山
積
み
な
の
だ
が
、
す
べ
て
は
選
挙
後
へ
持

ち
超
し
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
、
ダ
グ
ラ
ス
、
グ
ラ
マ
ン
疑

獄
関
係
者
の
ウ
震
補
も
必
至
だ
が
、
n
さ
わ
さ
せ
じ
M
W

の
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
「
汚
職
が
両
選
で
洗
い
流

さ
れ
る
の
を
許
す
な
」
と
し
て
日
本
婦
人
利
権
者
同

盟
(
会
長
・
小
一
池
順
子
)
、
期
恕
選
単
権
進
市
民
の
会

(
代
表
幹
事
・
市
川
房
枝

)fdが
中
心
と
な
り
、

「汚
職
に
関
係
し
事
稿
者
に
投
票
し
な
い
遡
蜘
を

す
す
め
る
会
」
宇
発
足
さ
せ
た
。
去
る
八
月
二
十
七

回
、
東
京
の
婦
選
会
館
宍
第
一
回
自
の
会
合
を
関

き
、
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
推
進
す
る

ウ
町
掛
か
ら
‘

「
舎
権
候
補
及
ぴ
汚
職
に
関
係
し

?
議
員
に
は
絶
対
投
票
し
な
い
」
と
の
声
明
文
を
発

表
し
、
「
私
た
ち
の
一
票
で
政
治
の
流
れ
を
変
え
よ

う
」
久
全
国
の
有
栂
者
に
訴
え

τ行
く
乙
と
を
確

持

続

い

丈

九

旦

雷
、
品
世
議
院
議
員
会
館
の
第

三
会
議
室
で
第
二
回
目
の
会
合
を
も
っ
+
~。
い
わ
ゆ

る
灰
色
滋
固
と
呼
ば
れ
る
人
達
の
耳
に
、

H
立
候
補

は
や
め
よ
u
と
の
声
が
届
く
よ
う
な
、

H
内
部
告
発

型
選
挙
運
動
μ

の
第
二
郷
と
い
・
フ
わ
げ
で
あ
る
。
解

散
の
翌
八
日
は
早
く
も
街
頭
に
繰
也
出
し
セ

t i 

，---'I:l-，-

ぞ J
4吋

/晶吻闘とゐ砂 ~ ， 
運動の先頭に立つ市川さん

を
中
心
に
、
熊
本
、
新
記
問
、
茨
城
、
東

京
で
宣
伝
カ
ー
を
繰
り
出
し
、
M
H

良
心

に
か
け
て
、
合
宿
候
補
お
よ
作
汚
職
に

関
係
し
た
滋
自
に
は
絶
対
役
察
し
な

い
H

乙
と
を
直
後
有
儒
者
に
ぶ
つ
け
て

行
乙
う
と
い
う
も
の
。
街
頭
演
説
時
に

は
、
チ
ラ
シ
を
配
る
が
、
そ
の
文
面
宍

創刊30周年特別企画

3泊4日

九
月
三
目
、
日
本
婦
人
有
抱
者
同
短

期
想
選
挙
推
進
市
民
の
会
な
ど
十
五
団

体
が
集
ま
り
、
「
汚
職
に
関
係
し
た
候

『
補
者
に
投
票
を
し
な
い
運
聖

の
具
体

一
的
な
行
動
計
画
を
決
め
た
。

一
口
頭
の
あ
い
さ
つ
で
市
川
房
枝
さ
ん

-
H
言
葉
自
の
長
舗
を
や
め
さ
宍

ま
た
立
候
補
を
す
る
弱
含
に
は
汚
職
議

闘
に
は
投
票
し
な
い
遡
動
伊
強
力
に
推

し
進
め
丈
付
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

H
汚

職
隠
し
許
す
ま
じ
u
の
決
怠
を
新
十
ヤ
め

て
表
明
熱
の
こ
も
っ
た
拍
手
が
的
り

響
き
、
活
動
の
具
体
策
決
定
へ
戸
広
交
口

は
進
行
。
行
動
計
画
は
、
日
町
空
秘
説
会

九

ーωIo. LY 主主，fsHげやR。凶CTfoN~

(20型〉音声多重クイントリックス
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ij

i

-

-
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i

弘

一

っ

た

盤

口

市

場

だ

っ

有

大

平

士

一

年

五

易

保

に

公

藍

申

立

の

墜

要

望

む

思
幽
に
よ
る
解
担
で
市
構
力
ア
?
ト
ラ
イ
y
p
置
こ
-
A
h
、
E
詞
ま
子
狗
醐
一
一

府民
一
川
口
6
.
一

に

，
J
1
1
J
11

宝
章
J
v
q
同
酬
一
に
伊
草
食
制
品
幸
よ
り
安
定
し
て
供
胎
一
わ
け
。
午
前
五
時
過
K
る
と
刷
出
さ
ん
、

四
時
起
床
、
ま
ぐ
ろ
の
闇
り
売
り
こ
拍
ま
る
号
話
陶
L
F

』政り剖
H
き

つ

醐

一

一

i

ヲ

t
a
E
-
〓
gifh〓官一犬
R
E
雪
E
醐
一
ず
る
の
を
目
的
で
巾
央
葉
市
屈
が
制
一
八
百
臣
さ
ん
、
そ
し
ず
量
食
屈
な
ど
の

田

下

を

事

館

に

見

学

し

有

醐

一

一

醐
一
定
さ
れ
、
を
の
結
果
大
融
問
削
開
睦
省
一
m
m
が
p
z
p
z
と
市
出
に
詰
め
か
け

、
一
と
な
っ
て
龍
年
十
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
一
る
.
一
万
取
引
骨
格
っ
た
品
物
は
卸
売

内
ノ
川
1
-
}
伐
馬
童
向

一
持
続
行
時
代
目
的
十
一
川
県
川
町
間
持
時

〆は
V

E

，ptEER
E

二

一
品
宣
告
L
Z
揺
す
る
た
め
日
一
号
。
品
物
語
く
1
3
R

t

1

.

，

，

.

4

F

4

 

.

.

.
 ，

一
世
活
蜘
を
園
開
け
て
い
る
。
北
側
が
野
菜
一
臣
閣
に
列
べ
ら
れ
る
E
C
の
問
崩
に
は

一
の
卸
亮
市
場
#
歳
い
て
撃
の
伸
卸
亮
一
仲
卸
揖
省
主
腫
朝
間
聞
で
約
五
百

泊
、
早
朝
か
ら
ジ
ッ
ク
リ

一i
i
I
2
7語
M

一言

一

一

は

曲

、

野

菜

、

凶

賢

明

F

d

で

は

な

い

。

第
一
日
は
午
世
六
時
に
地
下
鉄
壬
一

田
一
百
位
早
朝
午
前
向
帥
に
起
床
し
一
@
手
元
に
己
の
よ
っ
に
し
て
局
け
ら
れ

一
有
甫
嵯
干
、
寺
沢
牟
下
、
白
木
し
ず
え
、
一

h

B
f

画

一

E

唖

し

た

新

し

い

勉

駒

で

は

由

γ
査
軒

川
駅
前
に
塁
、
大
阪
市
中
央
町
講

一
五
坦
へ
。
先
ず
阿
時
十
五
分
ま
ぐ
る
一
る
の
か
ら
め
て
寓
緊
踊
く
。
五
両
一
山
間
霊
安
励
金
)
山
車
字
、
閉
一

、

ヨ

場

f
f
陸
一
号
、
そ
れ
存
返
立
し
て
取
引
さ

空

軍

習

函

宏

誠

実

。
一
の
雪
崩
拍
さ
れ
て
い
る
の
を
暴
一

三
十
升
か
ら
は
野
菜
、
同
六
時
ト
宗
一
震
チ
、
多
々
見
着
目
撃
、
車
一

明

バ
料
開
問
一
れ
て
い
る
、
高
圃
朝
、
ダ
マ
ゴ
。
大

務

長

寝

室

・
目
撃
色
す
る
。
括
に
は
闘
い
て
い
た
が
議
に
一
-
築
制
の
セ
リ
議
室
っ
五
宇
一
垣
王
室
喜
朗
高
久
子
、
円
野
一

d
F
p
t『
空
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
栢
の
よ
う
議

室

、

聴

い

王

室

ハ

月

草

白

面

一

大

き

い

泉

な

ま

ぐ

ろ

の

ず

り

し

り

長

一

号

台

所

温

室

あ

づ

か

る

、

草

一

号

、

両

手

〈

母

性

ク

王

寺

一

和

一

朝

、

己

れ

壁

画

雄

宗

産

品

干

史
一
郎
大
阪
南
捕
空
セ
ン
タ
ー
所
長
か

一ぶ
樺
援
壮
と
い
お
一
っ
か
、
見
学
者

一
一
聖
堂
前
を
閉
め
て
見
学
し
た
申
も
一
で
山
富

q
明
日
程
、
世
苗
博
下
一

一
号
ゐ
抗
議
保
草
川
露
っ
て
い

患
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
聞
き
市
崩
白
一
回
も
自
主
く
し
て
罵
噛
の
商
也
事
一
白
雲
だ
う
ち
な
き
の
見
学
に
診
一
宅
副
室
〕
草
子
、
山
下
品
常
、

一

一

る

。

市

掛

に

は

附

属

義

官

レ

て

包

檀
命
活
動
詰
-
m
E
t
'
紹
介
一
四
い
い
掛
声
に
つ
れ
て
奇
聞
り
帯
さ
一
周
し
が
き
樫
化
遺
の
方
々
は
左
の
通
一
大
間
い
室
、
住
専
さ
え
、
加
納
刷
一
こ
ろ
が
薬
物
擦
の
毒
そ
し
て
↑
籍
制
や
調
書
官
主
る
E
ゃ

寸
る
瞭
副
〈
四
主
周
年
度
師
作
き

一
れ
、
商
い
さ
れ
工
行
く
田
五
昆
入
勺
一
り
手
、
一
子
(
聞
梢
研
)
盲
母
子
、
和
田
古
代
一
毘
駒
売
崩
は
審
壱
結
託
て
お
り
・
一
章
な
ど
ま
り
、
園
出
入
に
岡
利
を

の
上
限
存
わ
れ
た
。
一
七
一
(
理
事
)
神
戸
融
ず
副
長
長
、
市
川
民
一
子
、
高
揖
舟
下
.
中
久
室
主
テ
一
そ
の
言
が
加
「
査
車
窓
と
屯
っ
一
計
っ
て
い
る
凶
市
場
ー
か
b
出
工
仔
く
商

己
の
あ
と
後
四
国
t
幹
か
ら
眠
酬
が
つ
一
五
時
十
ι
円
か
ら
は
水
産
物
の
一
般
セ
一
平
血
串
山
田
松
ぷ
常
任
恩
恵
、
県
踊
一
レ
ホ
ン
栄
餐
土
)
北
酎
弘
子
、
中
曲
師
、
一
て
い
る
，
一
品
目
間
貸
地
事
主
U
割
白
を
は
る
と
‘

く
ら
れ
た
障
に
変
更
さ
れ
た
箇
需
品
一
リ
開
均
義
な
患
者
一一会
賞
者
一
朝
五
串
〔
市
輔
闘
)
井
卜
聖
障
子
、
一
大
山
千
時
野
路
久
一
下
一
卸
亮
而
刷
の
一
市
は
塁
手
話
一
地
ん
入
植
地
帯
が
最
も
多
く
主
体
量
の

足

盟

朋

が

あ

っ

τ

、

見

学

者

と

の

聴

晶

一

一

ま

る

。

荷

9

漏

閉

し

ゃ

資

申

や

ト

ラ

ヅ

τ

十

九

%

も

間

賞

し

て

い

る

。

し

か

し

に
入
っ
た
。

一

-

E

L

-

E

E

-

-

E

h

-

-

s

'

t

E

l

、

，

.

一
ク
護
軍
が
続
々
与
山
捕
に
到
越
す
一
町
与
抽
府
県
へ
山
て
行
く
軍
も
択
し

宿
泊
徳
島
区
本
川
一
丁
目
の
人
匝
一

E

且
E

E

'

E

a

n

E

司

S

E

E

r

-

一

-

J

1

1

J

Z

。
己
ζ
に
は
一
面
日
吉
本
空
白
マ

一
て
少
き
な
い
。

中

賢

岳

館

、

十

時

間

埠

一

E

'

-

一

、

F

U

K

E

ι

F

・taw，
h
u
v
F
d
F
-
1
1
ノ

一
グ
ロ
が
浬
ば
れ
卸
売
市
閣
に
問
べ
ら
れ
一
午
前
八
時
間
び
仲
間
市
樹
、
そ
の
頃

一

一

る
。
取
れ
事
あ
新
鮮
な
魚
ゃ
、
そ
白

一
仲
卸
市
埠
却
方
々
を
酔
一き
な
が
ら
肱
売

一

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
φ

新
鮮
。

一
日
刊
誌
ぅ
抗
日
当
民
一
何
時
計
誌
肝
心
計

幹

一

一

上

に
も
上
る
。
そ
の
申
市
閣
に
運
び
込

一

桂

一

自

白

書
長
講
座
で
眠
曲
や
一
市
場
の
あ
ら
ま
し
」
は
閉
ま
う
五
一
人
阪
市
は
現
在
約
八
百
四
十
万
人
と
ま
れ
た
覇
の
摘
草
壁
醐
べ
る
た
一

劃

一説
明
を
暫
ν五
領
し
た

「中
央

町

売

一

号

一

白

人

々

州

V

住
ん
で
い
る
そ
の
闘
世
間
を

一
め
衛
生
面
開
が
拍
ま
る
ゆ大町
山
市
理
境
一

‘

E
れ

が

F

E

買

h

持
諸
説
諒
一持
品
川
品
目
諮
問
弓

モ
↑
吋

「
か
ら
匹
重
荷
芦
汚
手
央
卸
担
市
互
主
行
う
た
め
揖
つ
か
の
品
物
。
量
一

a

g

F

1

R

圏

、

F

揖
の
卸
売
革
者
の
元
へ
a

そ
こ
ま
E
E
が
行
わ
れ
る
。

一

2

4

4

什
a

ぞ
れ
内
分
さ
れ
択
に
仲
間
筆
宣
亮
一
霊
の
理
市
崩
は
田
租
十
五
昨
一

-

S加者
の
手
に
置
り
、
モ
し
ず
由
出
入
一
阻
ま
で
最
適
主
主
』
っ
た
が
園
近
は
一

を
睡
で
私
た
ち
望
者
室
T
L
号
、
。

一
高
速
緊
迫
由
法
の
堕
醐
に
よ
っ
て
ト

一
行
っ
て
い
る
問
問
者
行
政
の

-
つ
で
あ

大
阪
市
中
央
卸
需
掛
川
叫
甲
子
問
時
一
ラ
ッ
ク
豊
か
陪
台
、
取
型
高
に
一
る
、
白
樺
λ
下
し
ゃ
情
報
を
大
阪
市
の

3

掛
か
す
っ
ぽ
り
四
つ
も
入
る
組
の
大
き

一
輯
て
の
品
物
が
点
慣
さ
れ
る
a
t蕗
食
一
市
場
局
じ
曜
宙
し
、
小
売
制
相
日
朝
を

む
さ
で
あ
る
。
本
庁
が

(2) 

時
大
阪
市
開
翠
詰
合
理
俗
芸
(
宮
地
霊
会
長
、
六
有
力
踊
γ
八
田
陣

酬
で
桔
崎
晶
画
四
十
五
万
邑
〉
字
寝
泊
指
導
者
曹
団
璃
俸
は
八
里
下
一
一
、

臨
二
十
三
日
、
一
泊
コ
百
の
目
安
長
阪
市
掴
晶
区
の
大
阪
市
中
央
間
売
市

機
場
9
見
学
主
匂
第
一
円
自
は
、
中
央
卸
売
市
崩
の
長
島
+
+
酵
の
説
明
長

マ
グ

〈月曜日〉昭和54年 9月寸 O目

ーでそ即??
1J? 

会帯 f、来斤陪宵

軍支

国告を

ロ一
勝旬

セ リを前にして監黙と並べられたマグロ

実

'" R 

市
崩
に
入
っ
τ
、
る
食
料
品
ぽ
元
は

北
西
活
か
ら
聞
は
九
州
ま
宗
、
日
本
金

国
各
地
か
ら
入
曲
し
て
い
る
。
現
物
は

フ
ィ
リ
后
ン
用
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
魚
は

還
く
北
洋
ア
フ
リ
カ
、
一
一
ユ
ー
ノ
ー
ラ

ン
ド
脅
江
田
め
掘
件
。
あ
ら
ゆ
る
と
乙
ろ

か
ら
入
勺
て
来
る
。
置
は

一日
に
甲
同

四
千
百
J・
」
ー
ノ
捕
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

で
田
市

σ台
に
も
な
る
.
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刊
誌
叩
械
の

第 580号

明、
場

(車三種郵恒物館可!

肌
は
車
問
串
や
つ
や
や
か
さ
9
長
い
‘

理
由
か
重
量
r
p
与
あ
さ
っ
き
秒
愚

じ
る
串
フ
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
可
あ
わ
て
て
お
下
入
れ
を
と

い
き
な
り
抽
分
の
多
い
ク
リ
ー
ム
を
つ

国

夏の肌のあと仕末
ていねいにマッサージ

会景ノ、来斤降宵

円
や
げ
寺
、
り
か
え
し
て
量
点
は

一
日
時
が
銭
J

と
皮
ネ
勾
メ
ラ
ニ
ン
色
車
げ
て
も
、
肌
に
な
ι
内
戸
そ
い
の
立
す
。

h
島

一
が
定
着
す
る
子
あ
色
が
鼎
〈
な
っ
た
り
と
い
う
の
は
~
世
通
肌
の
型
j
「
、
角
田

dι

一
角
匝
が
厚
く
融
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
日
k
m
高
揖
白
木
升
喜
ん
で
い
ま
す

す

。

山

円

以

引

以

下

の

掛

合

は

.

肌

へ

の

か

そ
の
が
あ
皮
不
の
酌
き
が
に
ぷ
り
、
さ
つ
き
が
略
F
り
れ
ま
す
.
日
や
け
憧

〈月曜日〉昭和54年 9同 10日(3) 

の
肌
は
、
一
般
的
に
は
水
分
が
不
足
L

t
う
る
お
い
が
な
く
な
っ
て
出
γ
かが

匝
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
可

ま
ず
肌
歩
や
わ
ら
か
く
す
る
こ
と
が
先

田
で
す
。
柔
軟
化
旺
か
京
を
コ
ッ
ト
ン

に
含
ま
司
肌
9
Z
き
と
る
辛
う
に
し

て
水
分
ゆ
縞
勺
た
あ
久
里
7

お
新
聞

代
剛
歩
高
め
る
マ
プ
サ
l
y
で
の
お
手

入
れ
を
。
そ
し
ず
し
、
乳
糖
な
ど
の
な
じ

み
や
す
い
拙
持
で
し
っ
と
り
さ
せ
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
Z

志
h
が
ち
な
首
す
じ
の
千
入
れ
を

と
く
に
早
め
に
お
手
入
れ
し
た
い
と

己
ろ
が
口
や
け
し
た
首
す
じ
P

韓
外
掛

に
よ
勺
て
い
も
「
応
ら
れ
が
よ
目
す
じ
を
回

置
さ
ぜ
る
た
め
に
胆
も
劫
揺
が
あ
る
の

は
、
血
存
宅
I
a
く
し
新
醐
代
剛
幸
フ
な

~
ぺ
が
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
甘
す
。
と
〈
に
M
白

下
か
ら
聞
に
か
け
て
の
部
叶
は
顕
鱈
肺

が
あ
り
、
己
の
部
分
を
マ
ッ
サ
J
ジ
す

る
己
と
は
苗
す
じ
9
突
し
〈
す
る
戸
ほ

で
な
く
、
匝
れ
も
と
れ
毒
手
。

首冒世
間
の
ク
U
I
A‘
ま
た
は
手
持

ち
の
乳
植
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
リ
ー
ム
で

両
方
四
手
の
世
b
金
障
を
岨
っ
て
、
下

か
ら
す
甲
占
岩
田
宮
摘
可
申
央
は
唖

く
間
由
は
や
や
力
を
入
れ
τ
行
な
い
ま

す。
躍
れ
た
肌
秒
草
く
同
哩
さ
せ
る
た
め

に
は
、
同
と
い
っ
て
も
悼
の
嵯
貯
固
置

が
先
棋
で
す
。
十
分
な
睡
眠
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
聖
心
が
け
、
お
し
ゃ

れ
の
軌
秒
辺
え
ま
し
ょ
う
.

園
料
提
桝

量
生
堂

お医者詣でを強く反省
大一-'-叫

味
は
タ
イ
そ

つ
く
り

rJtカ
イ
リ
時
代
の
ホ
ー
ピ

h
R
E
E
d'

'

一

本
人
の
吉
に
合
-守
よ
う
に
研
究
さ
れ
一
ヒ
等
な
周
で
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す

瑚

w

d

'

'

一

た
。
ら
っ
と
向
原
産
地
の
ア
フ
リ
カ
一
よ
.
t
h
跡
聞
は
刺
身
は
も
ち
ろ
ん

-a明
訓
訓
S
F
k
h
F
曙

一
で
は
常
食
さ
れ
て
い
る
氏
周
舶
な
白
だ
一
の
こ

ζ
粛
τ
も
明
い
て
も
揖
げ
で
も

噌
怠
持

d
暢
腕

一
か
ら
、
臼
木
人
事
べ
ら
れ
な
い
の
け
一
い
い
ん
で
す
。
」
臼
指

Z
Z議

事

訓

，

耳

一
は
な
い
の
弓
そ
し
t
混
在
で
は
、
一
粗
大
殿
魚
.

一日
も
早
三
世
軍
属
の

E

R

i
合

‘

四

一

高

田

宮

雪

量

Z亜
さ
一
食
卓
民
主
人ノに
す
る
の
が
道
の

‘

ー

一

れ
て
い
る
と
い
う
o
m
年
四
生
市
高
は
一
副
閣
な
の
だ
。

，
F
a
‘
，
曹
司
‘
一
-
-
一

Q
以
U
J、
一
昨
梓
は
一
〔
り
門
H
U
J
一
食
用
組
の
養
地
は
、
特
に
商
中
西
に

原
喫
ア
フ
リ
カ
・
ナ
イ
ル
川
上
有
一
だ
っ
た
の
だ
か
ら
‘
い
か
に
ご
の
魚
に
一
軍
を
担
う
e

だ
か
ら
、
元
会
な
水
血
喜

食
用
熱
帯
魚
、
テ
ゴ
フ
ピ
ア
・
ニ
ロ
チ
一
力
9
注
い
で
い
る
か
が
わ
か
る
。
一
碍
油
開
の
予
酌
は
柑
底
的
に
行
っ
て

ヵ

。

『

ζ

白
踊
が
悶
界
中
の
食
一
「
で
も
、
一
陸
軍
曜
に
い
〈
辛
フ
に
一
い
る
。
そ
白
た
め
に
ヱ
サ
は
配
島
酎
斜

卓
ポ
語
圏
に
な
っ
て
い
る
。
一
な
る
の
に
は
、
同
方
♂
も
漫
れ
な
い
と

日
本
名
で
は
「
蜘
醐
(
イ
ズ
ミ
ダ

一
拍
」
と
清
商
氏
。某
ス
ー
パ
ー
ポ
ほ
「
伸

イ
)
」
。
葉
に
住
む
タ
イ
ル
読
む
解
一
間
」
と
聖
示
事

「さ
」
晶
玉
イ
」

資
生
堂
の
己
の
棋
の
テ
ー
マ
は

「抽
一
駅
ず
れ
ま
い
の
戸
空
〆
か
。
7
ヒ
τ
売
っ
て
い
る
と
己
4
Z
あ
吾
そ

宰
の
法
則
」
手
。
一
長
は
ね
、
ク
ロ
ダ
イ
と
極
め
か
一
品
、
大
棒
、
普
通
の
人
時
乙
の
魚

己
申
立
月
に
四
百
一
一
干
一
人
申
O
L
一
つ
か
な
い
で
す
よ
」
曲
新
魚
崎
聞
蝿
協

一
と
マ
ダ
イ
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
人
の

を
対
象
に
皇
軍
事
駆
し
お
事
』
一
阜
の
栖
寓
三
郎
専
務
理
事
は
苦
し
げ
一
β
が
多
い
と
い
う
の
だ
か
白
石
割
ず

も
「
壬
う
あ
り
た
い
」
と
事
長
性
の
一
語
る
。

玄
関
に
も
タ
イ
と
}
切
区
別
す
る
こ
と

イ
メ
l
y
と
し
亡
金
障
の
π
%
の
人
一
船
闘
が
日
本
に
五
障
し
た
の
は
昭
和
一
は
な
い
と
E

Z

山川
N
や
さ
し
さ
M

を
あ
げ
て
、
2
位
の
一
三
十
八
年
。
そ
れ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
日
一

「う
す
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
普
通

n
明
朗
“
日
%
を
引
離
し
て
い
ま
す
。

一

“

山

8

円

引

U

酬

が

ら

「

開

実

の

法

則

」

の

一

川

品

テ
1
マ
の
も
と
に
、
礎
年
表
は
「
行
動
一

町
有
生
吉
害
E
た
中
に
、
お
曲
家
一

さ
、
や
さ
し
さ
を
酷
い
主
持
る
タ
性
」一

陣
秒
拠
出
、
そ
れ
膏
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
で
一

翼
現
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

一

新
し
い
こ
の
駄
句
メ
イ
ク
ッ
プ
一

白
特
晶
は
「
ラ
イ
ン
(
組
)
&
カ
ラ
1
一

〔
色
)
」
で
つ
〈
る
長
し
さ
。

一

回
、
ア
イ
ラ
イ
ン
.
ヨ
〈
カ
ラ
の
昌
一

で
「説
さ
」
を
費
税
し
、
肌
色
、
佳
拍
一

紅
、
ア
イ
シ
ャ
ド
ゥ
.
口
紅
白
色
に
よ
一

っ
て
「
や
さ
し
さ
」
を
表
わ
し
、
金
正
悼
一

と
し
て
自
問
に
見
ぜ
る
こ
と
が
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
と
あ
り
ま
す
固

微
笑
の
法
則

L刷4てのえ今、's，.ι来〈
空~帯魚 、 1れ

資
生
堂
秋
の
テ
1
マ

議ふ

有
抽
危
櫨
9
骨
世
に
、
日
l
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
が
私
通
に
急
に
身
近
か
な

も
の
に
な
り
出
L
P
旬
。
+
A
幽
の
エ
木

ル
ギ
ー
を
需
用
L
て
お
開
を
わ
か

し
、
陪
盟
国
内
な
ど
に
つ
か
お
r
つ
と
い

う
の
だ
が
‘
通
匝
百
も
長
閉
計
画
を

耳
、
ザ
前
放
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

阻
匝
の
内
で
ま
だ
-
般
車
曜
に
は

n
高
掴
の
吃
'
だ
が
、
そ
れ
で
も
長

い
目
で
且
れ
ほ
ピ
樫
な
乙
と
と
い
え

よ
う
。
い
ず
h
は
円
分
の
こ
と
と
し

て
真
剣
に
考
る
己
と
に
な
る
ノ
l-フ

l
シ
ス
テ
ム
。
そ
由
7
?
E
フ
イ
ン

宇
市
る
。

寄奇

広々とした聾殖場

イr

;.: 

か
ら
だ
っ
晶
、

そ
の
朝
、
小
児
叫
の
先
竺
に
、
曜

は
欽
ん
判
員
会
蔀
吐
き
出
し
て
し

ま
二
倍
f
h
え
た
擦
の
副
作
用

か
、
幅
太
郎
の
U
の
中
に
は
、
白
い

に
抗
生
面
回
闘
が
町
議
だ
と
は
忌
え
な

か
っ
た
.
器
て
い
?
だ
い
て
い
る
小

援
の
先
生
が
信
長
り
れ
な
い
の
は

ツ
ラ
イ
。
間
の
日
i

自
問
古
来
に
近

い
、
庫
太
郎
が
生
手
れ
た
病
院
に
戸
け

つや匂臨
人
郎
の
耳
の
穴
芋
市
て
、
先
生

が
聞
か
れ
有
「
あ
な
た
に
こ
の
穴

が
あ
り
ま
す
か
?
」
私
に
は
な
い
け

れ
ど
、
不
思
離
な
こ
と
に
、
極
太
郎

ぬ
由
主
現
に
は
、
乙
の
穴
が
あ
る
の
だ
。

「
こ
れ
は
、
喧
伝
な
ん
ぜ
す
よ
ね
。

6
p

・

ど
7

つ
い
う
釈
か
昆
野
と
山
型
の
人
に

、
多
い
ん
だ
な
。
」
私
は
開
い
た
u

‘
極
太
郎
也
祖
父
田
は
庄
野
出
田
た
。

東
京
で
牛
革
れ
、
車
両
用
で
宵
っ
て
も
、

、

幅
太
郎
悼
民
一
昨
の
人
間
と
い
フ
己
と

に
な
る
の
か
ワ
告
抗
も
、
耳
に
あ
る

?
'
小
さ
窪
刊
が
証
明
す
る
な
ん
て

4

p柏
山
町
と
い
-2
&
り
は
確
酷
の
桔

p
:
崎
県
、
託
生
時
留
は
感
心
し
な
い
と

iJi
l
l
思
っ
て
い
る
こ
と
u
o

n
切
っ
て
唖

み
歩
曲
し
で
も
、
叉
す
ぐ
に
た
ま
る

j

己

と

ぺ

N

自
問
に
頃
れ
る
の
守
待

，rっ
て
も
大
事
に
は
な
ら
な
い
こ
と
u

F
肱
こ
の
三
つ
幸
フ
か
が
っ
て
開
院
を
山

蔭
勺
小
さ
な
山
崎
常
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
、

園
圃

す
ぐ
小
児
叫
や
病
院
に
厩
け
込
む
母

国圃

親
が
パ
カ
な
ん
だ
と
思
ラ
E
離
に
刊

掴
っ
て
い
高
品
川
に
、
畑
一
昭
L
胞
が
マ

ジ
の
昧
の
揖
白
い
艶
子
句
、
白
い
附
つ
だ
こ
の
車
件
。
か
ら
、
閉
曲
な

覇
h
斑
点
を
直
す
と
い
う
水
率
向
と
と
で
は
、
小
児
糾
H
L
行
か
な
い
世

昔
、
抗
生
露
だ
と
い
う
。
私
は
医
心
世
主
匂

学
の
こ
と
は
同
も
わ
か
b
な
い
け
れ
そ
の
能
、
耳
の
穴
の
組
れ
は
二
時

ど
、
五
ヶ
月
に
し
か
な
戸
り
な
い
子
出

n掃
に
匝
れ
、
そ
白
ま
ま
邑
っ
た
1

モ
ん
な
げ
』
坦
い
書
ほ
な
い
。
厚
」

な
る
主
庭
先
に
水
を
世
っ
た
タ
ラ
イ
を

• 
• 

問
問
削
凶
凶
回
目
岡
嗣
凶

ヒ伝
担続
シの

奥
さ
ま
の
手
料
理
を
い
か
す
ヒ
ガ
シ
マ
ル
。
味
と
い
い
、

色
と
い
い
、
さ
す
が
四
百
余
年
の
伝
統
|
|
|

季
節
の
味
覚
を
囲
ん
で
の
だ
ん
ら
ん
、
食
卓
に

し
あ
わ
せ
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
い
い
お
醤
油
の
代
表
、

ヒ
ガ
シ
マ
ル
う
す
く
ち
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

だ
。

が
多
い
の
可
目
長
田
帽
を
つ
く
っ
た

急

、
ニ

8品
閣
が
芸
員
一
ん
が
い
い
急
フ
ん
で
す
が
、
持
政
サ

語
大
き
な
ダ
メ
I
J
を
与
え
て
い
一
イ
ミ
独
輔
桂
と
の
寝
返
目
だ

る
同
陥
品
川
崎
融
一一
え
て
こ
の
問
題
と
一
ι
再
-7
九
で
て
&
」
間
雪
国
は
地
容
七

取
旦
叫
答
弁
あ
民
意
し
た
も
の
で
は
一
う
に
話
事
ん
だ

な
い
が
‘
こ
れ
か
ら
世
間
歩
拍
す
ん
る
だ

一

同
協
虫
は
、
附
貧
者
晴
m
m
の
ロ
圃
唱
で

ろ
う
曜
日
"
に
一

掃
の
事
4
9
寺
え
る
こ
一
賞
殖
の
開
鼻
罰
亙
宮
町
っ
て
い
る
。
動

参
便
周
を
の
お
か
げ
究
開
見
も
な
一
生
L
な
っ
た
と
寓
え
る
。

一

酬
が
安
正
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
こ
れ
か

く
、
草
署
ー
心
配
の
な
い
骨
量
え
一
重
空
間

Z
4り
か
か
ら
な
と
ら
は
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
、
シ
ロ
マ
ス
自

宅
ふ
h
普
通
の
魚
介
量
っ
て
岨

一と
と
か
局
、
生
一
警
に
は
軍
人
が
多
い

一開
毘
を
と
り
あ
げ
、
背
及
さ
草
よ
く

苗
が
い
ら
ず
、
置
謀
者
え
つ
く
っ
て

一と
いう。

「掠
け
控
り
を
じ
て
し
雪

一計
画
だ
と
い
う
.
C
れ
か
'
晃
、
選

や
れ
ば
、
峰
山
首
位
μ
た
ち
で
幸
、
ゃ
二
由
自
が
あ
る
ん
で
す
。
ぜ
っ
か
く
控
画

一色
闘
員
か
匝
置
り
す
る
日
時
そ
う
直

て
し
辛
う
と
い
う
か
皐
か
和
か
ら
な
一
役
し
ず
主
殖
秒
E
な
が
b
.
担
務
の
と

一く
な
い
亨
つ
つ
.

い
。
乙
れ
は
、
肺
酬
が
口
控
瞬
化
砂
子
一
し
れ
な
い
ま
ま
E
聞
し
て
し
宰
フ
ケ
l
ス

る晶
rあ
で
あ
る
。
し
か
し
乙
れ
戸
ほ
桔

醐
づ
く
め
拍
車
に
も
}
つ
弱
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
船
酬
が
も
少
E
と
間
帯

胞
の
た
め
、
温
度
広
対
し
τ
非
常
に
敏

感
育
園
町
民
話
i
m
度
四
温
度
帯
の
申

で
な
い
と
育
た
忽
い
.
そ
こ
明
、
と
つ

し
て
私
揖
揖
臨
酬
や
且
酬
に
金
が
か
か

り
.
m
接
的
に
コ
ス
ト
ダ
ワ
ン
に
は
つ

な
が
ら
な
い
.
同
協
企
で
は
、
E
れ
か

ら
は
時
水
性

r馴
致
し
、
場
く
ゆ
く
は

高
水
に
事
り
す
よ
う
に
し
た
い
里
向

号明監

'1r ' 

高
木
聞
の
同
封
に
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
峠
私
尚
じ
瞳
室

一、
=
百
世
ん

同
い
位
置
に
、
針
の
(
八
で
制
L
P
也
だ
。
幅
士
郎
が
軍
歩
量
的
ば
、
私
通

量
r
F
j
h
'

の
小
さ
午
冗
一
が
あ
令
。
穴
の
闘
を
押
m
v
ー
心
E
の
幅
も
梢
え
、
ア
レ
コ
レ
坦

昆
Jけ
ー

す
と
、
白
い
脂
肪
の
よ
T

一
フ
な
も
の
が
い
患
っ
よ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
曹
門
の

J
¥
A
ノ

出
て
〈
る
の
で
、
私
は
，
d
問
。
先
生
長
て
い
た
ぎ
に
回
る
と
盟

、

J

F
介
梓
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
け
れ
っ
有

司
，
，
-

宅
医
学
の
専
門
間
畠
で
は
同
と
い
が
、
立
聞
は
、
事
抵
ん
だ
戸
ほ

り

ぺ

う

白

2

3

t

盟

主

か

っ

合

ば

の

穴

の

下

、

d
-
A

E
ヶ
月
事
急
車
街
、
モ
の
の
岨
れ
は
、
春
、
色
が
変
わ
り
、
人

M
d乙

Z

小
A
A
突
か
旬
、
パ
イ
閣
が
入
っ
た
三
日
目
に
モ
宰
で
き
を
刷
っ
た
~

-、

ら
し
い
。
穴
の
下
あ
た
り
が
、

T
「
お
安
瓦
は
見
な
い
芭
王
伝
。
」
}

町
臥
川
1

景
品
く
な
り
曲
め
だ
告
な
と
先
生
は
肩
わ
れ
存
官
、
実
」

ノ

る
と
、
充
足
手
f
4
4
喜
朗
が
あ
ば
れ
な
い
き
に
と
‘
私
は

t
'
A、

苦
ち
泊
四
い
て
い
ら
れ
ず
、
見
守
に
両
方
の
胞
を
押
λ
で
い
た
。
プ
ス
プ
(

t
t
司
，

日
が
つ
い
て
-
日
司
一
告
の
小
沼
と
い
う
思
ふ
私
に
も
伝
わ
っ
た
よ
~

E

1

J

糾

歩

尋

ね

ち

つ

な

長

か

し

て

、

咽

み

が

出

た

。
幅

~

u
'
E
.

，

「お

喜

で

す

勾

お

事

最

み

太

郎

惇

出

直

し

ゃ

、

)

U
E
L
F

存
し
よ
う
。
」
主
主
は
ニ
コ
ニ
警
子
P
E
存
在
も
か
一

ー

バ

パ

コ
蘭
で
』
い
、
才
レ
ン
ジ
の
峠
の
す
か
わ
ら
ず
ヘ
そ
の
コ
円
陸
、
宜
、
耳

「

」
コ
。
、

る
県
粒
状
の
問
A
9
袋
に
入
れ
て
下
の
脚
れ
を
一
切
っ

γ
曙
み
を
出
し
ゃ

v

一

E
E
骨
且
F

さ

っ

七

削

の

時

よ

り

大

会

吉

田

り

，
出

た

瞳

可

自
太
郎
は
、
ヶ
月
に
な
る
か
な
み
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
を
れ
ま
だ
け
れ
兵
下
に
瞳
〈
長
F
茎

ら
な
い
か
の
時
、
ド
ロ
y
と
し
た
困
者
厳
ん
で
い
た
軍
で
は
会
ヤ
か
な
い
か
う
に
し
て
す

k
種
な
い
B

弘
同

ヤ
ニ
い
か
が
両
日
も
酎
主
、
十
U
問
、
ら
と
，
も
っ
と
強
い
策
9
E
む
己
と
極
太
郎
の
そ
ば
ド
よ
ル
え
を
敷
き
、

有
そ
L
t
E
ケ
一
月
に
な
る
少
し
く
‘
口
の
中
馬
い
み
が
臨
る
串
じ
が
直
中
に
、
又
氏
べ
た
も
り
を
苓
瑠
叶

旬
L
は
、
ま
ぶ
た
が
帯
く
蝿
れ
丈
し
セ
右
砂
槽
を
ま
ザ
グ
量
ま
ザ
て
き
シ
!
ツ
も
パ
ヨ
マ
も
肌
誼
も
全

み
て
も
、
極
太
郎
は
受
け
付
け
ず
、
部
暫
え
や
~τ
聞
い
唖
を
し
た
己
と
か
自
門
が
出
柏
め
て
い
た
。
先
生
は

そ
れ
ま
古
に
食
べ
た
も
の
ぞ
令
部
吐
な
か
っ
た
匂
立
時
い
寝
』
ふ
う
に
d
F
と
お
っ
し
ゃ
っ
セ
己
れ

き
出
し
て
し
ま
っ
や
~。
化
帽
し
ゐ
笛
も
出
来
ず
‘
眠
っ
τ
F
り
お
う
と
‘
が
直
る
ま
で
-
九
二
岨
聞
は
か
か
る

叶
を
回
る
ま
で
は
三
議
だ
っ
た
極
お
勺
ば
い
ば
か
り
飲
ま
せ
て
い
た
u
と
い
う
。
モ
」
丈
口
町
中
。
班
点

太
郎
h
そ
の
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
私
事
一
人
が
、
眠
り
ら
し
い
眠
り
に
幸
臨
す
品
に
、
宜
、
別
町
高
を
飲
ま

か
げ
て
は
、
グ
J
E
ヒ
て
、
h
M
つ
い
た
の
は
、
ヵ
l
-
一
T
ン
の
す
き
間
な
け
れ
ば
な
ら
な
〈
な
っ
有
己
ん

な
く
う
な
っ
て
ば
か
り
い
セ
誰
か
か
ら
光
が
さ
し
込
常
長
つ
に
な
っ
て
な
お
っ
て
あ
る
亨
ゃ
っ
す
オ
レ
ン

に
抱
か
れ
て
い
れ
ば
眠
り
も
す
る
町

一三一三=喜一一EEE--zzz云三
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一Ez-
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EEE--==zzz=-z喜一室望
号宣言一一一ZEE-喜一==
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霊
童
=
=
=
喜
一
Z
E
-
-
E
Z
三
重
一
一
=
-
E
Z
E
E
E

E

E
E
Z
E
E
Z
喜
一
一
一
一一

よ
り
呼
r

、
な
っ
て
い
た
ら
、
己
己
で
制

i

l

l

l

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
1

1

1

1

J

護

暗

黙

ポ

ン

プ

採

用

し

て

喜

，
、

‘

一

れ
を
止
め
ま
す
」

1

1

・

一
瞳
岨
に
よ
っ
ず
ほ
眠
困
、
ま
た
エ
ア

、

司

、

F

-

-

こ
P

J

h

F

、hゾ
引

ニ

バ

五

一
コ
ン
や
冷
却
闘
と
一
主
宰
τ
携
に

し

し

ヲ

」

と

す

く

反

犬

均

一
ま
雇
え
る
も

i
i

一
眼
に
太
陽
エ
木
ル
ギ
1
9
便
う
こ
と
は

官

、

J

F

三

、

ノ

瓦

瓦

・

〉

子

五

降

庄

4
3品川
一
白
エ
ネ
ル
干
に
も
一
世
買
う
ば
か
り

ル
4
A益
江

よ

M
ふ
N

q

ふ
M
胡
剤

t
d
で

な

く

、

盤

底

E

返

事

'

-

1

-
1
-
-

-

一
事
故
m
v
心
配
も
な
く
、
し
か
も
タ
ダ
と

l

i
l
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
l
i
l
-
-
い
い
己
主
ど
め
だ
が
、
世
耐
貨
の
置

が
過
ぎ
る
の
が
軍
内
だ
。

用
事
レ
て
、
太
輔
が
宮
正
い
植
さ
に
刀
を
あ
げ
る
ゑ
ち
τ
い
る
.
十
犀
部
屋
散
や
装
置
の
懇
宝
で
遭
っ

し
τ
く
れ
た
と
乙
る
立
行
水
な
ど
に
世
宮
前
か
ら

一
般
事
底
足
裏
し
て
い
ず
Z
る
が
大
き
な
目
安
存
し
て
通
臣
古

っ
て
い
た
G

る
「
温
喬
」
も
お
仲
間
に
入
る
が
、
が
園
べ
た
と
E
ろ
「
枯
踊
型
」
が
包
ニ

ソ
ー
ラ
ー
主
人
テ
ム
と
は
平
立
く
君
こ
れ
は
拍
闘
す
る
前
に
温
度
聞
聞
が
で
十
方
円
「
拍
信
・睡
層
型
」
百
在
十

え
ば
.
己
の
原
理
砂
和
附
し
た
も
の
だ
き
な
い
?
ヤ
町
、
日
中
、
太
酬
の
日
射
し
万
円
斗
柏
嗣
・
岨
屑

・
障
関
型
」
智
一

が

yL
フ
l
シ
ス
テ
ム
脂
興
畠
由
吉
川
が
強
い
時
L
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
胃
下
万
円
ち
事
咋
長
温
水
島
」

竺
周
田
議
長
は

「つ
ま
り
、
事
P
U
附
く
な
る
も
の
の
、
曇
天
や
問
天
、
は
宜
主
ら
十
万
里
と
幸
D

幸
D

・

睡
雨
明
世
置
予
は
水
宇
田
開
か
し
て
冬
に
は
世
に
立
た
な
い
利
用
が
追
い

ζ
れ
が
比
げ
の
世
間
賞
歩
か
け
ず
、
ガ

い
ま
す
が
、
太
醐
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
つ
室
長
引
き
風
呂
に
厚
長
る
の
も
ス
や
灯
油
の
節
約
片
言
七
ト
を
と
E

乙
と
に
よ
っ
τ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
師
約
そ
の
?
応
。

は
‘
同
じ
〈
通
産
省
の
品
現
(
現
状
の

を
」
φ
う
と
い
う
も
の
で
す
ね
」
と
い
毘
警
は
一
般
的
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
都
市
ガ
ス
県
警
に
よ
る
と

「結

う
。

テ

ム
P
呼
ば
れ
て
い
る
槽
唖
は
蝿
帥
需
品
型
」
主
ハ
七
宅

「
品
務

時
同

末
期
は
右
植
や
十
打
倒
と
嘩
つ
ず
よ
阻
つ
を
ほ
ド
あ
暫
削
情
、
ポ
ン
プ
、
制
師
団
槽
、
主
主
干
年
、
「
酷
陥
器
開
・
陪

ヂ
謀
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
所
そ
L
テ
竜
力
や
ガ
ス
、
灯
油
な
ど
の
楠
開
型
」
t
は
て
十
一
年
と
気
回
長
い
醤

有
帽
も
な
く
半
導
1
0
C
の
六
月
に
は
通
助
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
制
用
で
き
る
間
抽
出
に
な
る
.
現
代
眼
時
一一肘
の
時
置
を
取

亜
省
が
y
L
-
f
シ
ス
テ
ム
を
民
生
用
貝
が

一
正

名

っ
た
も
の
で
、
乙
の
輯
り
付
け
て
い
る
の
は
A
菌
で
一
約
三一千
軒

エ
木
ル
ギ
!
の
代
縛
と
し
て
世
及
に
生
置
の
あ
る
軍
は
「
ノ
1
-
ラ
1
ハ
ヴ
ス
」
曜
と
。
拍
酷
F
X
げ
の
タ
イ
プ
は
、
出
水

ル
E
呼
ば
れ
て
い
る
。

田
砂
主
的
る
と
昨
年
世
干
凶
耳
&
千

温
容
と
比
べ
五
る
と
、
ま
ず
睡
向
己
と
し
は
手
方
向
に
長
押
も

凱
出
町
田
園
植
が
広
〈
、
多
く
の
太
陽
エ
車
気
込
ん
で
お
り
、
ま
た
通
且
街
で
も

ネ
ル
P
ー
を
監
E
る
の
で
、
揖
量
門
公
芹
舎
に
国
朗
の
員
努
け
や
、
一

も
多
く
、
温
水
器
が
ほ
と
ん
ど
凪
呂
の
般
住
宅
に
は
不
動
亜
取
揖
棋
の
免
除
な

柏
嗣
で
軒
っ
て
し
ま
・
つ
の
に
封
L
、
己
ど
の
補
勘
制
度
秒
横
目
す
る
な
ど
、

開

ち
ら
は
台
前
や
概
而
所
に
ま
引
語
隔
で
を
あ
げ
て
晋
決
の
ん
向
「
き
て
い
る
。

き
る
。
同
支
で
ふ
#
嗣
助
制
匝
が
あ
る
の
と
E
ろ
で
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
9τ
ム

主
ギ
度
か
ら
八
十
曹
の
鼎
時
が
榊
ら
手
に
闘
う
た
め
白
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

は
、
ま
ず
h
H
置
の
容
量
壱
挺
棋
の
直
う

ポ
ン
プ
と
制
闘
世
間
白
作
用
が
そ
れ
鼎
踊
量
に
凸
せ
た
槽
掴
吾
選
ぶ
こ
と

を
吋
暗
に
じ
て
い
る
わ
げ
だ
が
、
育
川
だ
1
高
い
位
制
債
を
か
け
て
太
き
い
官

民
は
こ
正
一フ

説

明

す

る

。

置

時
置
を
取
り
付
け
て
も
哩
い
切
れ
な

「日
曜
の
蝿
割
出
回
に
ず
っと
水
秒
値
け
れ
ば
割
高
に
な
る
。
そ
し
デ
且
朋
聞

い
て
お
く
と
、
一
番
、
陪
珍
使
い
た
い
埋
え
ば
、
そ
れ
戸
日
割
安
に
な
る
唄
だ

タ
割
に
は
日
中
の
曜
昔
下
っ
て
し
か
I
b
耐
久
拝
散
も
ふ
く
調
べ
る
と

t

e
苓つ
.
田
鍋
岡
田
で
一
醐
め
ら
れ
た
水
を
需
に
ア
フ
タ
ー
サ
l
ピ
え
の
舷
d
も
す
る

熱
槽
に
λ
h
、
寄
剖
槽
か
ら
再
び
担
割
己
と
な
ど
が
あ
げ
h
れ
る
岳

聞
と
い
う
典
白
に
ポ
ン
プ
で
グ
ル
グ
ル

坦
L
t
序
々
ι
細
め
イ
占
く
ん
ζ
す。

担
割
冊
か
白
震
っ
て
会
た
M
怖
が
冨
熱
槽

うすくちは心もち

控えめにお使い

くださるように・一" 

f 

J 

ペダ

と
ん
こ
つ
ス
し
フ
に
し
て
み
た
ら

こ
っ
て
り
コ
久
が
出
せ
ま
し
た

こ
し
の
あ
る
麺
に
リ
ッ
手
な
焼
豚

ギ
ラ
リ
光
っ
て
新
発
売

き
あ
、

rー
ん
と
大
き
〈
登
嶋
で
す
.
t
ん
こ
つ
を
ダ
シ
に
じ
っ
〈
り
煮

こ
ん
だ
本
格
ス
1
プ
.
コ
ク
が
決
め
手
で
t
鍾
は
ニ
う
ば
し
い
詩

0.

歯
ご
た
え
が
ち
が
い
ま
す
、
大
き
な
チ
守
l
シ
ュ
ー
が
入
っ
て
本
物
の
お
い

し
さ
.
こ
の
味
.
こ
の
食
ベ
ご
た
え
に
F
F
際
級
の
梨
乃
ち
ゃ
ん
も
大
満

足
.
応
援
し
ま
t
日
清
の
ラ
ー
メ
ン
「
め
ん
コ
ク
」
E
-
Z
1
6
あ
t
y
L

ヒガンマル.泊練武会祉

日
清
の
ラ
ー
メ
ン

。白論議直

-圃遺元〉兵庫県‘野甫

か
わ
い
い

ス
ナ
ッ
プ
写
真
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ロイヤルフラワ ・ホワイトガーデノ・クリサンティーム

ワ
コ

か'
募

ど空

、7与

ノトレス 】1

一れの、勺ワすの郎知~ー

応
帯
方
法
ロ
コ
ー
ル
ラ
ン
ド
の

木
グ
リ
ジ
ェ
パ
ジ
ャ
マ
を
量
た

3
3

同
帽
の
z
b
E
歩
量
写
臨
に
し
P
歳
榎

削
債
の
晶
し
い
写
真
(
宋
晶
費
作
品
!

大
き
迄
み
1
ピ
ス
判
H
8
4
X
H
A
円
以

上
の
も
の
モ
カ
ラ
ー
で
も
モ
ノ
ク
ロ
で

も
肯
岡
山
直
に
、
住
所
氏
名
年
齢

身
長
電
話
帯
号
お
よ
ダ
メ
兄
名
9
E

一
占
・
種
目
白
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
述
し
定
車
内
正
毘
暗
に
到
'
か

四
ワ
コ
ー
ル
冊
炉
、

ζ

の
舶
の
ワ
コ
1
震
卸
会
け
の
毒
患
で
書

ル
ラ
ン
ド
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
一
T
六
O
一
南
部
市
南
区
宙
開
院
中
島

9
月
1
日

S
U月
別
口
ま
可

「お
や
町
叫
印
刷
ワ
コ
ー
ル
お
や
す
み
葺
C
い

ず
み
な
さ
い
ス
ナ
ッ
プ
写
真
大
再
臨
」

ス
ナ
ッ
プ
軍
寛
大
鴨
揖
寧
街
『

を

禽

掘

す

る

。

縮

問

り

は

凶

月

別

日

(

当

百

梢

回

有

こ
れ
は
‘
ワ
コ
ー
ル
-
ラ
ン
ド
の
話
題

8
.併
し
い
聞
に
お
せ
は
、
2
0
7

づ
く
り
の
一
理
と
し
τ
付
つ
も
の
で
、
?
"
8
1
1
1

1

1
(
$
季
、

就
寝
酎
由
来
し
い
ひ
と
ル
達
、
司
愛
い

書

昔

、

鰭

宅

一

明

る

い

苦

E

た

喜

雇

鈎

一
会

ち
の
衷
情
を
主
hdえ
た
写
真
を
会
閣
か

b
'
抽
し
よ
も
っ
と
い
y
う
も
の
。
田
原
田
窓
檀
三
越
τ
は
、
九
月
四
日

審
査
は
日
同
中
旬
。
霊

童

は

、

九

月

一+
同
日
ま
で

「
夏
場
一

wほ
ゆ
え
ま
』
F
J
J
ッ
ト
ホ
l
ム
畠
」
を
開
催
す
る
.

な
膏
閤
F
D「
ほ
ぼ
え
ま
し
い
で
賞
」
乙
れ
は
毎
年
、
曹
整
園
行
わ
れ
る

「和
わ
い
い
引
責
」
な
ど
四
貨
を
世
け
、
も
の
。
畠
陸
屈
の
時
代
か
ら
酷
い
連
り

計
一
〔
阿
互
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
令
ン
の
あ
る
頭
部
白
血
元
や
問
屋
と
の
聞
の

パ
ァ
プ
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
な
ど
が
プ
レ
「
特
別
比
弘
文
に
よ
る
剛
山
融
担
方
式
」
で

ゼ
ン
卜
さ
れ
る
。

お
四
憎
.
三
届
名
物
で
あ
る
。
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〈ソフランクリ工ーション〉は、

酋独工スピ社生まれの棄舶なパステル鯛のトーヲJし寝

姿品。「動」の個性派σ) r静Jを維持するための生活空

間を、トーヲルコーディネー卜する〈ソフランクリエ

ーション). r自由主主心で、個性あるライフスヲイんを

創りあげるJ そんな主張由実筏在、ソフランワリ工ー

ンヨンは、お手伝いいたします。
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常など町tH.t夫がある:Jil位には必f史いにな句な
いでください.

。化粧品が必肌に合わないときは ご使用をお

やめ〈だき、、.

①使用~・-赤みはれ・か申み ・しInろなどの
2異常があらわれた場合

②使用した白肌にほ削目先があたってよ記の

ような異常が島らわれた場合

。ぞのまま化粧品阻め使用金蛇けますと症輯を

悪化させることがあリますので皮ふ科専門医.

または資生管4口監品コーナー《売場}かお近〈
的資生命，n費者~，踊窓口にご相陣〈だき‘、.

資生堂化総渇

は安針生に細心の

注意をはらってつくら

れていますが、やはり多

くのお客きまの中には場合に

よっては、お肌に合わないこともあります.

そのようなときのために、資生堂では、容器、

外ばこ、説明書、パン7レット、ダイレクト

メイルなどに、さまざまな形て注意表示をし

ています.

化粧品をお使いになるときは、注意表示や、

鋭明書をかならずお読みください.

-~~ 

匂
存
知
で
す
か
?
注
意
表
示
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丙
押
博
文
坦
豆
円円
】
ヰ
の
源
流
ギ
リ
一
ギ
リ
シ
ャ
国
立
劇
場
・

一
九
七
九
日

シ
ャ
悲
劇

「ギ
リ
シ
ャ
国
立
劇
場
」
一
本
公
演
(
総
酔
審
l
ア
レ
キ
シ
ス
・

ミ

の
公
演
が
、
今
年
の
十
月
、
東
京
、
照
一
ノ
テ
ィ
ス
、
音
楽
ミ
キ
ス
・

テ
オ
ド

都
、
大
阪
引
僅
さ
れ
る
。

一
ラ
キ
ス
)
は
、
日
本
文
化
財
団
と
朝
日

〈月曜日〉昭和64年 9月 10臼

正
?
公
'
h
?
4
m

・4令
弐

?
采
4
?
采
4
?
A

孤

独

と

優

愁

の

・

・

・

口
)
で
開
が
れ
る
。

後
は
短
か
い
年
涯
の
中
で
、
病
気

貧
困
、
失
業
、
失
恋
、
孤
独
と
、
地
球

上
の
す
べ
て
の
不
運
宇
脅
負
込
み
、
あ

え
ぎ
あ
え
ぎ
絵
党
畑
き
続
け
た
と
い

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
苦
闘
が
頂

点
に
達
す
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
展

三
主
ハ
歳
と
い
う
短
か
い
津
窪
を
と
一
一
か
九
月
十
三
日
1
十
月
土
ハ
日
車
交

じ
な
伝
説
の
薗
家
・
圭
プ
ィ
リ
ア
ニ
展
一
大
丸
東
京
后
士

一階
(
東
一
豪
一
八
覇

安滑 f、来斤陪胃国釜E(第三種郵便物認可)
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川

司
は
日
目
リ
J
d

と
に
か
く
、
コ
と
く
優
雅
に
な
る
の
よ
」
こ
こ
に
、
「
た
ま
に
は
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
で
も
一
週
間
で
一

円
δ
人
を
越
す
申
し
込
省
会
を
や
る
。
疲
れ
が
顔
に
出
る
か

l
ド
T
が
の
び
る
か
ら
」
乙
う
い
っ
川

川

一

7

=
ロ
コ
ロ
と
笑
い
な
彼
女
の
よ
ジ
オ
は
思
え
る

L主
ら
え
る
。
聞
い
て
い
る
人
に
支
え
て
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
人
い
わ
く

Eく
眠
る
と
い
う
彼
女
、
ヒ
マ
な
た
発
怨
の
中
に
頭
の
切
れ
る
可
愛
川

川

一

一
一
ア
か
=
官
、
よ
く
喋
ベ
張
す
る
所
以
が
あ
る
の

2っ
。
テ
も
ら
え
る
よ
う
な
番
組
に
し
た
い

d
る
く
さ
わ
や
か
な
メ
ゾ
ン
芝
居
何
と
し
て
い
る
か
と
い
う
と
ボ
い
宗
安
隠
れ
す
る
。
人
に
会
う
川

川

=

リ

h

=

る
。
乙
れ
で
な
く
レ
vvu面
白

い

が

、

ラ

ジ

オ

は

本

音

の

」

ノ

u

で
「
赤
坂
小
町
ホ
テ
ル
・
フ
ロ
ワ
l
ッ
と
し
て
い
る
そ
う
勾
遠
回
の
が
大
好
き
と
言
う
が
、
こ
の
ヒ
ト
川

川

の

ナ

γ
一一
ち
ゃ
あ
・
と
思
引
喋
れ
る
、
「
そ
れ
に
ま
ず
か
っ
た
ら
聞
い
て
い
る
人
は
、
プ
ロ
の
ド
ラ
ン
ト
係
の
私
が
あ
な
た
好
み
の
人
に
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毒

議

議

議

曜

議

電

車

議

官

占

議

H

川

万

包

一

ぅ
。
放

言

も

も

う

一

警

い

か

去

る

も

の

」

イ

パ

I
Zぃ
。
管

は

「オ
レ
逮
な
り
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
l
ル
」
字
る

緩

唆

啓

一

家

主

忍

…

川

川川

放

一

崎

一

一

r

出

t

札

:

培、ぬ

山

川

瀬

単

一

山
九
百
子
な
の
と
刊
日
河
口
一
軒
ナ
レ
l
シ

ヨ

語

い

刊

誌

時

ハ

UU3信
託

一

、

ご

み

…

ん

で

能

川

f一
i

ナ
B
Sラ
ジ
オ
ン
、
ィ
ン
さ
ュ
ア
l
、
C
M
な
ど
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戸
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陥
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川

川

f
Lの深
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放
送
「
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数
多
く
手
が
け
て
い
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か
矢
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も
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っ
て
下
さ
い
久
奥
え
か
あ
る
の
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と
聞
い
て
い
る
方
の
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配
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っ
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か
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。
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I
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幽
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U飽
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路
旬
湯

川
室
長
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る
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好
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彊
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目
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川
送
中
の
み
留
物
袋
で
い
る
と
か
。
「
普
停
留
守
あ
の
ヒ
ト
と
思
う
は
ら
常
黒
入
る
。
そ
う
い
う
ア
ッ
ト
宝
そ
に
、
こ
う
一
冨
つ
て
の
け
た
。
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ム
副
聞
酒
薗
岡
崎
マ
織
機
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濁

川

川

物

は

大

雪

そ

れ

に

露

ち

が

す

で

塁

、

T
B
Sテ
レ
ビ
の
「
ぎ

・
ホ
l
ム
な
も
の
を
大
言
し
た
い
公
襲
撃
す
る
と
、
久
し
ぶ
り

i
4
a
JJ-事vn
護

審

鳴

崎

川

ん
ざ
N
O
W
」
翌
日
本
の
ひ
っ
ぱ
」
と
語
る
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だ
な
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と
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書
ち
で
み
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な
と

t
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I
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議
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寝
泊
議
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議
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措
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守
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寝
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寸
l
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l
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に

も

出

演

し

て

い

る
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護

送

と

い

う

も

の
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、

関

つ

な

が

る

i

n-dd
:
¥州側
、

i

d

事

-
Z遣
AMM，
一

乙

の
人
ホ
ン
ト
に
頭
が
い
い
。
め
だ
と
い
う
白
書
ち
の
時
間
だ
か
ら
、
「
何
で
も
い
い
ん
で
す
。
話
し
た

¥

開

-WEZ4・一
ま

ぐ
る
し
く
、
よ
く
霊
す
る
。
深
意
の
立
入
る
時
間
選
な
い
と
い
こ
と
、

言
い
た
い

z
e

ta
計

七

詩

;

掛

一

hL'm河
汀

一

夜

二
時
間
の
生
ワ
イ
ド
は
台
本
も
な

T
B
Sラ
ジ
オ
局
編
成
部
の
内
田
洋
で
互
い
に
把
握
し
て
い
く
、
家
庭
の
り
の
散
歩
も
す
る
と
い
う
か
ら
、
乙
本
当
に
雲
便
つ
ず
釦
し
を
す
る
、
川

川

一
、
閉
山
嗣
明
司
岨
河
川

い
総
ア
ド
リ
ブ
。
十
秒
間
、
間
を
あ
副
主
管
は
そ
の
あ
り
方
を
説
明
し
よ
フ
な
も
の
な
ら
と
思
っ
て
い
る
の
間
に
、
喋
ベ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
9
港
そ
ん
な
即
閉
じ
か
し
た
。
鰻
後
に
一
言
川1
1
 

川

一

居

直

注

目

制
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け
る
と
始
末
曾
を
と
ら
れ
る
と
い
う
台
頭
フ
へ

Eフ
イ
ト
」
に
8

の」

、

う
の
か
な
。

「
り
つ
か
の
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
l
ル
、
川

川

一

d
R
印

厳
し
い
中
之
彼
女
は
、
小
鳥

2

5日
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
「
り
つ
か
深
夜
、
長
か
ら
五
時
。
二
時
間
「
声
で
見
る
」
「
ス
イ
カ
室
哲
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
乙
う
い
川

川

r
i
l
l
-
E
t
N
O
M
A
'
う
に
さ
え
ず
り
続
け
る
。

の
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
!
と
定
量
、

'
喋
っ
て
、
三
十
分
は
ス
タ
ッ
フ
と
反
ン
ゴ
の
よ
う
に
ヲ
ム
デ
ィ
ス
コ
っ
て
、
ま
た
ニ
コ

γ
と

笑

つ

だ

川
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新
聞
の
共
催
可
日
本
文
化
財
団
の
世
一
査
人
神
プ
ロ
メ
テ
ワ
ス
と
の
、
命
を
一

界
演
劇
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
回
目
に
当
た
一
賭
け
た
闘
争
を
、
「
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
女
一

る
。
演
目
は
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
作

「鱒
一
た
ち
」
は
、
恐
る
べ
き
呪
い
に
よ
っ
て
一

ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ワ
ス
」
と
エ
ワ
リ
ピ
一
彼
滅
し
て
待
く
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
家
の
一

デ
ス
作

「
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
女
た
ち
」
の
一
息
子
た
ち
の
芋
初
出
世
家
を
め
ぐ
る
争
い
一

悲

刻

一

と

、

そ

の

一

族

フ

ェ

ニ

キ

ア

の

女

た

ち

一

「縛
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ワ
ス
」
は
、
一
の
愛
憎
、
因
果
応
報
の
悲
劇
を
描
く
。

一

企
寵
の
神
ゼ
ウ
ス
と
人
聞
に
火
を
鼻
え
一
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
で
は
、
主
な
出
来
事
一

1
1
i
J
一
が
コ
ロ
ス
(
舞
唱
恩
の
目
前
で
展
開
一

一
一
さ
れ
、
ド
ラ
マ
の
進
行
も
コ
ロ
ス
と
の
一

{
一対
立
と
警
官
の
な
か
引
良
関
さ
れ
る
。

一

L
4
F
~
一
こ
の
基
本
構
造
が
、
そ
の
後
の
西
浮
演
一

f
山

l
-ご
劇
や
オ
ペ
ラ
を
生
み
出
し
、
更
に
そ
れ
一
(
唄
・
薗
未
来
詞
・
自
・
長
沢

4
1

↑
を
変
革
し
玄
付
く
原
働
力
と
も
な
っ
一
ロ
1
S
V
1
6
6
1
9
ピ
ク
タ
l

Z
4
2た
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
日
九
脈
打
つ
西
洋
の
一
音
鹿
角
お
日
発
売
)

凶
叫
」

一
精
神
文
化
に
触
れ
、
そ
れ
を
吸
収
す
る
一
演
歌
と
ニ
ュ

l
ミ
ュ

l
ジ
y
ク
の
谷

ル

ど

一
絶
好
の
壌
国
。

一
聞
を
ぬ
っ
て
飛
び
出
主
』
う
な
新
人
が

J

一
な
お
、
公
演
期
間
中
、
ギ
リ
シ
ャ
図
一
言
干
し
た
。
間

主

君

。

ラ

一
立
劇
場
の
演
出
家
等
議
官
、
ギ
リ
一
歌
好
き
な
両
親
の
審
て
き
い

。
一

一
シ
ャ
演
劇
公
開
諮
問
問
も
開
催
す
る
予
一
時
か
ら
歌
イ
干
を
め
さ
し
て
い
た
と
い

J

一定
。

一う
。
濯
よ
く
、
大
学
の
ニ
ュ

l
ミ
ュ

l

L
内
4

一

O
公

演

日

程

一

ジ

ッ

ク

研

究

会

の

コ

ン
サ
ー
ト
で
歌
つ

‘

，

一

東

京

・

N
H
Kホ
l
ル

ι会
「

Zた
プ
ロ
メ
テ
支
」

曲

均

二

十
月
五
日
(
念

・
午
後
七
時

品
開

m
r
一
十
月
六
臼
(
土
)
午
後

一
時一
一一O
分

a
i
(一
午

後

六

時

三
O分

~
一
東
京
・
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

」
ら
「
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
女
た
ち
」

十
月
九
日
(
火
)
午
後
七
時

「フェニキアの女たち」一王位継震を争うオイディプス王

の息子たち

西洋文化の源泉

一
が
勃
発
し
て
か
ら
。
人
が
人
宇
殺
す
の
一
り
自
己
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
絵
画

一
は
彼
の
信
じ
て
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
一
の
理
論
よ
り
は
、
人
聞
の
心
の
ド
ラ
マ

一
に
反
す
る
こ
ρ
た
っ
た
か
ら
認
す
。
虚
一
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
え

一
無
的
に
な
り
、
人
生
に
見
切
り
を
つ
け
、
一
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ダ
ヌ
ン
ツ
イ
オ
の
誇

一
苦
し
さ
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
に
酒
に
お
ぼ
一
を
口
ず
さ
み
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
カ
フ

一
れ
て
い
く
の
で
す
。
だ
か
ら
彼
が
儲
く
一
ェ
ー
で
は
、
そ
の
日
の
食
事
が
で
き
る

一
人
肺
盟
国
は
、

冒語
、
面
長
の
一
顔
と
い
う
一
て
い
ど
の
金
を
も
ら
っ
て
デ
ッ
サ
ン

↑
風
に
、
た
い
が
い
細
長
く
変
形
さ
れ
、
一
を
客
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
乙
と
で

一
う
つ
ろ
な
眼
差
に
は
、
彼
自
身
の
不
安
一
す
。

一
に
お
び
え
た
震
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
一
一
九
二
O年
一
月
二
十
四
日
、
援

す
。
が
、
ヌ
l
ド
薗
は
冒
量
的
で
エ
レ
一
墾
胃
病
院
で
患
を
宮
口
と
り
ま
し
た
が

ガ
ン
ト
。
ま
AFY』
の
絵
を
み
て
も
、
ど
一
婆
ジ
ャ
シ
ヌ
・
エ
ピ
ュ
テ
ル
ヌ
も
妊
娠

ζ
か
物
悲
し
い
情
感
と
ポ
エ
ム
が
漂
q

一
九
ヵ
月
の
依
で
あ
り
な
が
ら
、
一
一
日
後

て
い
る
の
は
、
彼
が
い
つ
も
ヒ
ュ

l
マ
一
の
朝
、
怒
か
ら
身
争
投
げ
、
彼
の
後
を

一
ン
な
悩
み
毒
っ
て
い
た
か
患
と
い
一
追
っ
た
の
手
。

わ
れ
て
い
ま
す
。
色
も
黄
色
が
多
く
使
一
今
回
の
一展
覧
会
は
油
彩
ニ
+
余
点
、

わ
れ
て
い
る
の
も
特
長
の
一
つ
で
す
。
一
水
彩
・
デ
ッ
サ
ン
三
十
余
点
に
よ
る
構

そ
し
て
、
尚
像
画
の
へ
物
の
う
し
ろ
一
成
で
す
。

「
青
い
蹟
の
少
女
」
な
ど
、

に
は
ほ
と
ん
戸
装
飾
的
道
具
が
あ
り
ま
一
画
家
の
寂
盛
期
の
仕
事
か
ら
「
黄
色
い

せ
ん
。
モ
デ
ル
を
壁
、

戸
口
の
前
に
立
一
セ
ー
タ
ー
を
皆
た
獲
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ェ

た
せ
た
り
、
座
ら
せ
た
り
、
手
を
ぶ
ら
一
ピ
ュ
テ
ル
ヌ
」
の
記
念
す
べ
き
馬
像
画

ん
と
下
げ
た
り
、
ま
っ
た
く
自
然
の
場
一

fd室
田
ん
で
い
ま
す
。
世
界
中
に
散

所
で
、
自
然
に
儲
い
て
い
ま
す
。

一
在
す
る
モ
デ
ィ
リ
ニ
ア
ニ
の
作
品
が
一

ピ
カ
ソ
を
は
じ
め
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
の
一
堂
に
集
め
ら
れ
、
鑑
賞
で
き
る
チ
ャ
ン

多
感
な
符
人
や
芸
術
家
な
ど
多
く
の
友
一
ス
は
乙
れ
が
鰻
初
で
最
後
か
も
知
れ
ま

人
に
も
恵
ま
れ
ま
す
が
、
モ
デ
ィ
リ
ア
一
#
え
。

ニ
は
ど
ζ
の
一
流
派
に
も
隠
さ
ず
、
ひ
と

勝
手
に
サ
ン
パ

て
い
る
と
こ
ろ
を
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

社
長
で
あ
り
、
乙
の
砲
の
作
詞
・
作
曲

会
宇
が
け
て
い
る
長
沢
ロ
l
氏
に
ス
カ

?
卜
さ
れ
た
。

太
く
、
低
く
、
甘
く
、
良
く
の
び
る

声
。
そ
の
中
に
も
さ
わ
や
か
な
透
明
思

を
思
い
主
」
せ
る
が
、
ふ
と

「ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
ヒ
ッ
ト
歩
待

つ
平
山
三
紀
を
思
い
出
さ
せ
る
。

主
に
ニ
ュ

l
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
歌
っ

て
い
た
と
い
う
彼
女
だ
が
、
ス
カ
?
ト

し
た
長
沢
氏
は
、
西
国
の
低
音
で
あ
り

な
が
ら
裏
声
が
出
る
と
こ
ろ
に
自
を
つ

警
争

't'M ~と

Fii峰!1

ヘ~~

け
、
演
歌
っ
ぽ
い
も
の
酔
不
メ
1
ジ
し

た
と
い
う
。だ
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
幽
の
「
勝

手
に
サ
ン
パ
」
も
、
大
人
の
震
の
世
界

9
さ
ら
り
と
欧
っ
十
来
ッ
グ
ス
だ
が
、

聞
主
ま
う
に
よ
っ
て
は
、
特
に
歌
い
方

を
か
え
4
f点
医
学
は
演
歌
に
聞
こ
え
る
。

ま
た
、
彼
女
は
話
術
に
も
定
評
が
あ

り
、
デ
ビ
ュ
ー
前
か

b
フ
ジ
オ
関
東
の

①
関
白
宣言一

・
さ
だ
ま
さ
し

②一
銀

H
ハ
ロ
i
ヤ
ン
グ
ラ
ブ
H

に
レ
ギ
ュ
ラ
作
品
戸
、
恋
に
破
れ
た
女
性
が
、
ぷ
ら
向
鉄
道
9
9
9
・
ゴ
ダ
イ
ゴ

③
カ
リ

1
出
演
し
て
い
る
。
単
な
る
カ
ワ
イ
子
り
と
訪
ね
た
園
東
半
島
い
た
る
と
乙
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
・
爽
合

ち
ゃ
ん
歌
手
で
な
く
、
人
間
と
L
Tち
ろ
に
石
仏
や
お
地
蔵
さ
ん
な
ど
が
あ
り
豊
③
お
も
い
で
酒
・
小
林
幸
子

⑤

向
か
宇
待
っ
て
い
る
|
|
そ
ん
な
気
が
傷
心
を
、
も
の
一吉田
わ
ぬ
仏
た
ち
に
語
り
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
サ
ー

す

る

西

国

戸

、

か

け

る

に

は

い

い

湯

所

か

も

知

れ

な

い

。
ヵ
ス

⑤

波
乗
り
パ
イ
レ
l
ッ
・ピ
ン

恋
に
破
れ
た
女
性
義
っ
て
い
る
に

ク
・
与
ィ
l

⑦
思
い
過
と
し
主

も
か
か
わ
ら
ず
ジ
メ
ジ
メ
し
た
と
こ
ろ
の
う
ち
・
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

の
な
い
聞
で
、
佐
良
の
ソ
フ
ト
な
歓
声
③
み
ち
づ
れ
・
牧
村
三
枝
子

③
震
の

に
や
さ
し
さ
を
感
じ
る
。

嵐
・
山
口
百
恵
⑩
干
一
フ
l
・
ス
タ

B
面
の

「由
布
院
努
情
」
も
大
分
県

1

・
八
神
純
子

の
山
会
7
1
マ
に
し
た
も
の
。
乙
ち
ら
(
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
リ
サ
ー
チ
8
/

も
一
人
旅
宇
萩
っ
た
も
の
だ
が
、
「
国
初
日
開
ぺ
)

東
・
・
」
の
明
る
さ
に
比
べ
、
弧
独
感

や
口氏
慾
が
色
濃
く
漂
っ
て
い
て
、
日
本

国
東
半
島
ぶ
ら
り
旅

(
唄
・
佐
良
直
美

山削
・
藤
公
之
介

自
・
徳
久
広
司

S
V
1
6
6
2
0

ピ
ク
タ
1
琶
麗

8
月
お
日
発
売
)

奈
良
に
次
ぐ
仏
像
の
宝
閣
と
い
わ
れ

る
大
分
県
の
国
東
半
島
を
舞
台
に
し
た

人
好
み
の
聞
だ
。一二
年
前
の

「ひ
と
り

旅
」の
ヒ
ッ
ト
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
。

iべレ.
スコ
トl
: 10ド
"*= ' 
ヲ'c

り
上-
げ;

十
月
十
日
(
祝
)
午
後

)
雪

丙
努

午
後
六
時
三
円
汚

十
月
十
一
日
(
木
)
午
後
七
時

京
都
・
京
都
会
館
第
一
ホ
l
ル

「縛
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ワ
ス
」

十
月
十
三
日

(土
)
午
後
六
時
三
O

分大
阪
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
l
ル

「鯨
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ワ
ス
」

十
月
十
四
日
(
臼
)
午
後
一一一
時

O
入
場
斜
金

A
/
五
千
円

B
/
四
千
円

C
/

ニ
千
円

i ii81 
白書7i 

日
本
民
謡
ま
つ
り

文
化
庁
土
産
の
「
第
3
回
日
本
民
話

ま
つ
り
」
が
、
芸
術
祭
特
別
公
演
と
し

て
開
催
さ
れ
る
。

今
回
は
、
北
は
秋
田
民
話
か
ら
南
は

伸
回
聞
の
八
重
山
民
謡
ま
で
、
円
以
県
の
代

表
的
な
量
が
矧
う
と
主
に
、
外
国

か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ

. 

テレテキストカラプリンター
と受信機、手に持っていのは
リモコン装置

八
O
)
0
0
=
一

一
一
ぜ
園
山
笠
(
福
岡
県
)
、
八
箆
山
民
謡
込
む
亨
一定
。

京
都
H
日
本
文
化
財
団
・

0
七
五
(
一
(
仰
縄
県
)
。

九
月
二
十
二
円
午
後
一
時
半
か
ら
、

二
ニ
乙

六

Q
〕
O

一
日
時
・

9
月
幻
日
午
後
6
時
。
Q
角
田
本
女
平
会
館
宜
階
講
義
室
(
港
区
芝

大
阪
1
朝
日
放
送
事
業
部

・
9
ハ
(
一
辺
日
午
後
2
時、

6
時
。
場
所
・
国
立
公
暫

工

ハ1
八
)
言

四
五
一
)
八
三
三
三

函
場
(
千
代
田
一
量
町
4
の
1
)

オ

リ

ベ

ッ

テ

ィ

一

の
絵
本
展

講
演
・
母
性
保
護

オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
の
絵
本
展
を
.
銀
座

日
本
女
子
社
会
教
育
会
の
九
月
の
研
松
屋
七
麿
デ
ザ
イ
ン
ギ
2
フ
リ
ー
で
開

究
会
は
北
里
大
学
病
院
君
授
邸
長
・
大
催
中
だ
(
九
月
十
九
日
ま
で
)
。
フ
ォ

森
文
平
氏
の

「母
性
保
護
の
現
状
と
課
ロ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
上

一等
に
よ

題
」
に
つ
い
て
の
講
演
。

る
H

お
と
な
の
本
M

官
、
い
ず
れ
も
事

大
森
さ
ん
は
日
本
者
援
盟
国
の
会
長
務
機
鱒
の
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
が
製
作
し
た

で
も
あ
り
、
婦
人
の
地
位
確
立
面
で
の
も
の
だ

。
市
販
を
し
て
な
い
た
め
に
多

法
律
的
問
題
の
ほ
か
に
、
婦
人
労
働
者

く
の
人
に
は
知
ら
れ
て
な
い
が
、
一
見

の
現
状
な
ど
、
医
学
的
な
事
例
伊
活
り
に
価
い
す
る
。

の
民
揺
が
多
加
す
る
と
い
-
つ
乙
と
だ
。

曲
目
は
、
秋
田
民
話
(
秋
田
県
)
、

相
馬
民
謡
(
福
島
県
)
、
礎
節
(
茨
奴

号
、
一双
内
の
豊
年
太
妓
一
嗣
(
岐
阜

8

焼
津
の
獅
子
木
造
り
音
頭
(
静
岡
県
)

京
都
の
重
唄
(
京
都
麿
、
安
来
節
(
島

被
県
)
、
音
戸
の
舟
唄
(
広
島
県
)
浜

ひ
き
唄
(
雷
川
号
、
よ
さ
と
い
節
、

よ
さ
乙
い
山
帽
子
鏑
(
高
知
県
)
、
博
多

七
色
で
カ
ラ
l
表
示
さ
れ
る
。

受
像

中
の
情
報
の
中
で
コ
ピ
ー
し
た
い
も
の

が
あ
れ
ば
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
七

色
の
カ
ラ
l
コ
ピ
ー
も
と
れ
る
。

今
回
、
カ
ラ
l
化
に
成
功
し
た
の
は
、

松
下
筏
研
が
開
発
し
た
世
界
初
の
カ
テ

l
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
イ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
印

字
方
式
を
採
用
し
た
た
め
。

間
製
品
は
、
現
在
、
開
発
用
試
作
機

だ
が
、
今
後
、
実
用
機
と
し
て
検
討
さ

-

松
主
電
鰐
れ
れ
ば
、
小
型
で
安
価
な
装
置
に
な
る

{
.
建
築
側
で
は
、
だ
ろ
う
と
同
社
で
は
号
い
る
。

!
)
-
e
 

、

j
-
業

川

…

「

テ

レ

テ

ス

だ

と

、

今

季

ね

分

1
宮
山
か
か
っ

l

:
産

…

“

キ

ス

ト

カ

ラ

て

い

子

浅

た

く

が

お

分

で

す

み

、

電

気

ス
川
ソ
器
…
…

l
プ

リ

ン

タ

省

エ

ネ

洗

濯

機

段

、

む

ず

か

約

一

円

九

晃

子

キ

プ

奇

“

l
E開
発

、

シ

ャ

ツ

や

下

積

の

よ

う

な

普

通

の

汚

れ

テ

一

桁

…

ベ

ル

リ

ン

で

(

三

洋

電

機

)

匂

も
の
室
長
う
も
の
)
は
十
分
き
れ
昼
食
品
控
、
季
節
に
あ
わ
せ
た

レ
ラ
(
υ
…
開

か

れ

た

い

に

洗

い

上

が

る

。

あ
た
た
か
い
か
け
そ
ば

「そ
ば
警
利
」

テ

カ

…
…
ご
九
七
九
年
=
雇
震
で
は
、
八
月
二
十
百
委
長
い
の
で
き
る
大
型
の
3
キ
ロ
を
新
発
売
。

ベ
ル
リ
ン
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
国
際
見
本
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
向
の
全
自
動
洗
僧
、
洗
い
ミ
ゾ
を
つ
け
、
脱
水
穴
宇
夫
額
七
ば
は
古
来
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

市
」
に
出
品
し
た

，

た
く
機
ズ
ピ

L
7イ
ニ
ュ
ー
ミ
セ
き
く
数
秒
泊
や
し
た
ζ
と
に
よ
っ
イ
得
た
だ
け
に
、
即
席
化
に
あ
た
っ
て
は
係

乙
れ
は
、
英
国
方
式
(
テ
レ
テ
キ
ス
ス
H

宇
桑
売
し
た
。

れ
落
ち
も
よ
く
脱
水
も
す
ば
や
く
で
き
々
な
苦
心
が
あ
っ
た
が
、
今
回
、

n生

ト
)
に
よ
る
も
の
で
、
放
送
中
の
恒
俊
乙
の
洗
た
く
機
は
、
従
来
の
全
自
劃
る
。
色
も
、
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ブ
ル
i
、
に
負
け
な
い
M

商
品
と
自
信
作
の
デ
ピ

の
す
き
蘭
に
最
大
八
0

0ペ
ー
ジ
分
の
コ
ー
ス
に
く
ら
べ
、
ほ
盟
十
分
の
時
間
ホ
ワ
イ
ト
ア
ー
モ
ン
ド
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ュ

I
。

文
字
図
形
情
報
歩
桑
せ
て
送
り
、
受
像
で
き
れ
い
に
洗
え
、
色
気
代
、
水
の
節
グ
リ
ー
ン
と
ご
色
、
衣
類
乾
燥
機
と
セ
白
滑
か
け
そ
ば
「
そ
盛
田
利
」
は
、
舌

側
が
キ
ー
ボ
ー
ド
で
好
み
の
情
報
を
選
約
に
役
立
つ
と
い
う
も
の
。

ッ
卜
す
れ
時
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
リ
ー
が
さ
わ
り

・
コ
シ
・
風
味
を
大
切
に
し
歯

択
す
る
と
、
検

ω字
、
例
行
で
画
面
に
同
社
が
係
用
し
た
る

T
デ
ィ
コ
l

可
能
。
標
準
価
畳
ハ
万
円
切
れ
・
歯
と
た
え
・
曹
cわ
り
き
一
拍

主
」
ろ
っ
た
高
品
質
の
と
ろ
ろ
つ
な
ぎ

で
、
っ
ゅ
は
風
味
豊
か
な
か
っ
お
だ
し

歩
便
っ
た
コ
ク
の
あ
る
し
よ
う
ゆ
昧
。

E

家
庭
内
で
い
つ
で

b
宇
一
段
に
楽
し
め

・

る
本
略
そ
時
日
本
人
の
味
覚
に
あ
っ

帽

ス

た
日
清
か
け
そ
ば

「そ
単
利
」
は
、

開
セ
そ
ば
通
の
方
に
も
充
分
楽
し
ん
で
頂
け

欄
べ
る
と
聞
社
が
タ
イ
コ
判
。

明

ユ
，

噌
ニJ

q
 

デピス
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そ
ば
喜
利

(
日
清
食
品
)

d 

。
。

A. 

).:' 
J 

持

ιh 

dκ 

健康で豊かな生活11、良い食生活から日清製粉i久 1蜘年の創業

以来、つねに品質の保証・向上に万全を期した製品をお届けしてきま

した。少しのまちがいも許きれない食品には総合的基礎研究に立っ

て、最新鋭設備を駆使し、厳しい品質管理が必要です日没、日清製粉

列νープlム 総合食品メーカーtして、 ざらに豊かな食生活の実現

をすすめています二脅さまの信頼におこたえする、責任ある製品を絶え

ずお届けし、理想的食生活の環境づ〈りに、いっそうの努力を続けますL
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